








要約:血友病 A 保因者妊婦 33 例について、まず、胎児の性別診断を行った。CVS/Y プロー

ブ RFLP また羊水穿刺/染色体分析のいずれかにより33 例中 10 例が女児と診断され、妊娠

を継続した。男児 23例は 19～21 週に超音波断層誘導下に妊婦経腹壁的胎児肝(一部臍帯)

採血を行い、0.5～1.5ml の胎児血を得た。第Ⅷ因子活性と抗原量を定量し、6例は血友病

Aと診断され、人工妊娠中絶後確認された。17例は非血友病と診断され、出生した。本法

による出生前診断はほぼ安全、確実に行えるものと考えられる。 


